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高32回 得平道英
1.  ご登録のお礼



2025/10月 HP 開設、8ヶ月で538名!!!



本日の第一回医療麗和会総会の出席：188名 !

学年 best 5

1 高32 13

2 高35 11

2 高71 11

4 高62 9

5 高36 8
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高32回 得平道英
2.  設立の経緯



- これまでも多くの医療従事者OBの集まり -

 消化器浦高会 (代表: 高32回 木村 理先生)

 QOLの会 (代表: 高35回 鈴木  義隆先生)

 医歯薬 高32回同窓会 (事務局: 高32回 得平)

 昭和医科大学浦高会 (事務局長高35回 澁谷勲先生)

 埼玉麗和病診連携懇話会 (事務局: 高32回 得平)



主催 協和キリン株式会社

第5回埼玉麗和病診連携懇話会

※当セミナーで取得したご施設名・ご芳名・メールアドレスは、弊社による医薬品および医学・薬学に関する情報提供並びに参加者に関する
ご確認のために利用させていただくことがございます。

※視聴アドレスの転送、セミナーの録画等はお控えください。
※視聴環境を満たしていても、端末によっては視聴ができない場合がございますのでご了承ください。
※本セミナーは医療従事者対象のセミナーです。

【日時】 2024年11月13日（水）19:00～20:30
【形式】 案内状 次頁をご確認の上、お申込み下さい。

事前お申込みをお願いいたします。

➀会場参加 ソニックシティビル会議室802
②Web視聴 Zoom ミーティング

- Program -
開会のご挨拶 19:00～

埼玉協同病院 院長 増田 剛 先生

座長 埼玉県総合リハビリテーションセンター センター長
市川 忠 先生

特別講演 19:10～
『貧血の鑑別診断と治療アプローチ』

JCHO埼玉メディカルセンター 血液内科部長
得平 道英 先生

パネルディスカッション 19:50～
『病病連携の取り組み』

司会 JCHO埼玉メディカルセンター 血液内科部長 得平 道英 先生

パネリスト
赤心堂病院 名誉院長 関谷 繁樹 先生

埼玉県総合リハビリテーションセンター センター長 市川 忠 先生

閉会のご挨拶 20:20～
赤心堂病院 名誉院長 関谷 繁樹 先生

指扇病院 
理事長 

鈴木　慶太先生



>> 昨今の製薬メーカー事情

>> 個人情報保護法
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25/6月 - 得平が医療麗和会 (仮)としてHPを開設 (登録制)

26/10月 - 登録が増え、高22回安達秀雄先生より正式な会の運用 
  を行うべきとの助言

25/7-8月 - それぞれの先生がお声掛けして登録をお願い
- これまでの名簿と浦高名簿から500名程度封書で 
   医療麗和会へのご参加のお願い

- 医療麗和会として運営組織を構築

これまで一番大きな組織であったQOLの会の代表世話人であった 
高35回鈴木義隆先生に医療麗和会の代表世話人になっていただく

→ 



医療麗和会運営組織 
顧問　           高22回 安達  秀雄 (練馬光が丘病院、教授） 
　　　           高23回 田澤  俊明 (新都心たざわクリニック、理事長) 
代表世話人     高35回 鈴木  義隆   (イムス富士見総合病院、院長) 
副代表世話人  高32回 市川  忠  (埼玉県総合リハビリテーションセンター、センター長) 
事務局           高32回 得平 道英 (JCHO埼玉メディカルセンター、統括診療部長） 
                    高38回 松村  穣 (さいたま赤十字病院、部長） 
                    高42回 川久保  武生 (川久保病院、院長） 



塩野医院 総合クリニック 
塩野　潔名誉院長

☆ 埼玉県麗和ドクターズクラブ ☆

1995年（平成7年）



塩野医院 総合クリニック 
塩野　潔名誉院長

☆ 埼玉県麗和ドクターズクラブ ☆

1995年（平成7年）



☆ 埼玉県麗和ドクターズクラブ ☆

1995年（平成7年）塩野医院 総合クリニック 
塩野　潔名誉院長





☆ 来賓ご挨拶 ☆

 -  高16回   塩野  潔 先生 (塩野医院 総合クリニック、名誉院長) 

 -  高24回   木村  理 先生 (東都春日部病院、院長) 

 -  高32回    巻　淳一 先生 (まき歯科医院、院長、さいたま市歯科医師会会長)
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3.  会則のご承認



第1条 (名称) 
本会は、[医療麗和会]（以下「本会」という）と称する。  

第2条 (目的) 
本会は医療麗和会会員のお互いの懇親のみならず、医療ソース
を用いることで、医療全体の発展に寄与することを目的とす
る。 

第3条（活動・事業） 
本会の活動として、会員同士の学習・課題共有を含めた懇親、
顔の見える連携、医療資源活用、就職・求人支援等を通じて、
医療の発展に努めることを目的とする。 
これらの目的を達成するために以下の活動を行うが、随時新た
な取り組みも構築する。  
-　年に一度の医療麗和会総会開催 
-　年に数回の学術的な勉強会と懇親会 
-　人材を派遣して、希望があった場所での医療講演会 



第4条（会員） 
本会の会員は、埼玉県立浦和高校卒業生 (中退を含む）の中
で所定の入会手続きを行った医療関係者によって構成され
る。脱会は事務局に連絡を行い、手続きをとる。HPより会
員登録が可能である (https://iryoreiwakai.group/)。HP
により各地域、専門領域が記載されており、利用者にとって
便宜が図られている。 

第5条（運営委員） 
1.　本会に以下の役員を置く。  
顧問：若干名 
代表世話人：1名 
副代表世話人：若干名 
幹事：若干名 
会計：1名 
事務局：若干名 
その他事務局：若干名 
2.　代表は本会を代表し、会務を総括する。 
3.　幹事、事務局は代表を補佐し、本会の運営実務を担当
する。 
4.　会計は本会の財務および資金管理を担当する。

第6条（運営委の選出と任期）  
役員は、総会において会員の互選により選出する。 
役員の任期は原則3年とするが、再任を妨げない。   

第7条 (資金の管理および運用） 
1.　本会の経費は、寄付金、その他の収入をもって充てる。
今後事業の拡大に際し必要性が出てきた場合には、会費制も
検討する。 
2.　本会の資金は、本会の目的に沿った活動にのみ使用す
る。 
3.　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31
日に終わる。  
4.　本会の金融機関口座は、代表名義または本会名義により
開設する。 
5.　本会の資金管理は、会計担当者がこれを行う。 
6.　会計担当者は、適正に資金管理を行い、年1回以上、収
支報告を行うものとする。 
7.　会費・寄付金は、当面の間、医療麗和会事務担当者が管
理する専用口座にて受領・管理する。 



第8条（住所および連絡先） 
1.　本会の主たる連絡先住所は、以下のとおりとする。 
〒170-0013 東京都豊島区東池袋2丁目62番8号BIGオフィス
プラザ池袋1206 
2.　本会の運営は、必要に応じて役員の自宅またはオンライ
ンにて行う。 
3.　本会の実務連絡および事務管理は、幹事または会計担当
者がこれを担う。 
4.　本団体の事務手続きおよび住所管理は、事務局が担当す
る。 

第9条（会則の改定） 
本会則の改定は、総会において出席者の3分の2以上の賛成を
必要とする。  

附則 
本規約は、令和8年6月7日より施行する。  
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4.  現在の登録状況

-　26/6/7時点で538名 -



- 学年別 -
 高17を除いて全学年から登録

ランキング 学年 人数

1 高32 35

2 高70 21

2 高41 19

3 高35 18

4 高30 17

5 高33 16



- 地域別 -
1 埼玉 185

2 東京 98

3 神奈川 26

4 千葉 23

5 栃木 21

- 業種別 -
医師 (初期研修医） 458 (31)

歯科医師 24

行政など 8

学生 38



- 科別 - - 大学別 - - クラブ別 -
1 整形外科 42

2 消化器内科 28

3 一般内科 26

4 精神科 22

5 消化器外科 21

1 群馬大学 41

2 山形大学 35

3 東北大学 24

4 筑波大学 19

4 秋田大学 19

5 昭和医大 18

5 新潟大学 18

5 福島医大 18

1 サッカー 30

2 ラグビー 28

3 ソフトテニス 24

4 陸上 21

4 バスケット 21

5 バドミントン 20
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5.  医療麗和会の活動



25

- 4つの方針 -
1. 懇親（学習・課題共有） 
	  
2. 顔の見える連携 
	  
3. 医療資源活用 

4. 就職・求人支援

医療麗和会代表世話人

イムス富士見病院 
院長 鈴木  義隆先生
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6. その他のお願い
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- メーリング -
これまで2つの無料のメーリングを用いていたが 

人数が増えた事も加味し 
それぞれのメールサーバーで拒否されたり 

届かないことが増えてきた

info@iryoreiwakai.group より配信

事務局メールは iryoreiwakai@gmail.com

Google spaces + Brevo運用に変更



28

- ドネーション -

医療麗和会では会費をとらない代わりに 
ドネーションをお願いする事といたしました 

(Stripe使用)

HPの一番下
クレジット 
カードのみ
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- ドネーション -

医療麗和会では会費をとらない代わりに 
ドネーションをお願いする事といたしました 

(Stripe使用)

クレジット 
カードのみ

医療麗和会 会計

川久保病院 院長  
高42回 川久保　武生先生



1.　ご登録のお礼 

2.　設立の経緯 

3.　会則のご承認 

4.　現在の登録状況 

5.　医療麗和会の活動 

6.　その他のお願い

　　第一回医療麗和会総会式次第 
令和8年 (2026年) 6月7日 (日)  正午より 

ロイヤルパインズホテル浦和 4F ロイヤルクラウン A/B  

11:30  開場、受付   

<司会>   医療麗和会事務局 - 高38回 松村  穣 先生 
12:00  opening: 医療麗和会 代表世話人 - 高35回 鈴木  義隆 先生  

12:10  事務局より事務連絡 

  - 高32回 得平  道英先生 / 高42回 川久保  武生先生 

12:20  来賓ご挨拶 

   -  高16回   塩野  潔 先生 (塩野医院 総合クリニック、名誉院長) 

   -  高24回   木村  理 先生 (東都春日部病院、院長) 

   -  高32回    巻　淳一 先生 (まき歯科医院、院長、さいたま市歯科医師会会長) 

12:40   乾杯: 医療麗和会 顧問 - 高22回 安達  秀雄 先生 

12:45   ご歓談 

14:35   closing: 医療麗和会 副代表世話人 - 高32回 市川  忠 先生 

14:40   校歌斉唱: 高32回 坂口  浩三 先生、その他当日ご参加の応援団OB 

14:50   写真撮影 

15:00   終了 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
医療麗和会運営組織 
顧問　           高22回 安達  秀雄 (練馬光が丘病院、教授） 
　　　           高23回 田澤  俊明 (新都心たざわクリニック、理事長) 
代表世話人     高35回 鈴木  義隆   (イムス富士見総合病院、院長) 
副代表世話人  高32回 市川  忠  (埼玉県総合リハビリテーションセンター、センター長) 
事務局           高32回 得平 道英 (JCHO埼玉メディカルセンター、統括診療部長） 
                    高38回 松村  穣 (さいたま赤十字病院、部長） 
                    高42回 川久保  武生 (川久保病院、院長） 
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

 
校舎の礎動きなき　　　 
我が武蔵野の鹿島台 
朝に望む富士の嶺の　  

雪千秋の色清く 
夕にうたふ荒川の        

水万歳の声高し

将来国家に望みある  　　　 

一千有余の学生が 
守る倹素と廉潔の　  

美風示して春ごとに 
大和心の香も深く         

匂ふや庭の桜花

花あり実ある丈夫が  　　　 

堅忍不抜の精神を 

川ゆく水の末絶えず　  

高嶺の雪と磨きつつ 
雲井に続く武蔵野の          

広き宇内に雄飛せん


